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Research Category Grant-in-Aid for Scientific Research on Priority Areas

Allocation Type Single-year Grants

Review Section Biological Sciences

Research Institution Kanazawa University

Principal Investigator ⻄⼭ 智明   Kanazawa University, 学内共同利⽤施設等, 助⼿ (50390688)

Project Period (FY) 2006 – 2007

Project Status Completed (Fiscal Year 2007)
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Keywords 多細胞体制 / 相同遺伝⼦ / 系統解析 / 植物ホルモン / 転写因⼦ / 信号伝達系 / 全ゲノムショットガン配列 / 発⽣ / 遺伝⼦重複 / 複雑化

Research Abstract ヒメツリガネゴケ、イヌカタヒバの全ゲノムショットガンシークエンスリード断⽚配列データから相同遺伝⼦の配列を探索、構造を予測し、データベースから
探索した相同遺伝⼦の配列ととも遺伝⼦系統樹を再構築するシステムを作成した。系統解析については、基礎⽣物学研究所⽣物進化研究室と共同で進め、被⼦
植物で発⽣に関わる遺伝⼦を含む460遺伝⼦ファミリーについて系統解析を⾏った。結果として、シロイヌナズの発⽣に関わる遺伝⼦の約80%についてヒメツ
リガネゴケでもオーソログ候補が⾒つかり陸上植物進化の初期から保存されていることがわかった。さらに、遺伝⼦ファミリーを構成する遺伝伝⼦が、系統の
分岐後に系統毎に遺伝⼦数を増加させている例が転写因⼦などに多数⾒つかった。また、ほとんどの系統で数が少数に維持されている遺伝⼦群は、細胞周期、
細胞⾻格、クロマチン修飾、光シグナル伝達に関わる因⼦に多かった。こうした遺伝⼦は、植物の⽣命活動維持に本質的に関わる物であって、ヒメツリガネゴ
ケでは少数しかないが、被⼦植物の系統では多数に増えているような遺伝⼦が2倍体の多細胞体制の進化、特に2倍体の複雑化に関与していると予想される。上
記系統解析で浮かび上がって来た植物ホルモン、ジベレリン信号伝達系について、ヒメツリガネゴケでは、被⼦植物と同様のジベレリン信号伝達系は働いてい
ない事を明らかにした。 
5'SAGEに加え、計画班「下等植物の進化・多様性に関するゲノム研究」と共同で2倍体1ライブラリー1倍体4ライブラリーについて454システムを⽤いた3'末端
配列決定を⾏い、各ライブラリーについて約40万個のmRNAの3'末端配列を決定した。このデータと、国際コンソーシアムとJGIと共同で進めたヒメツリガネゴ
ケ概要ゲノム上の遺伝⼦を対応づけることで2倍体特異的に発現している遺伝⼦の同定を進めつつある。
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